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昆虫ビジネス研究開発ワーキングチーム

フードテック官民協議会
昆虫WT活動報告

令和６年2月20日



ワーキングチームの概要

対象技術・テーマ 昆虫の食品利用、飼料利用

概要・目標 昆虫ビジネス発展に向けて、持続可能な昆虫ビジネスの実現への
課題とその解決策を検討し、昆虫利用に対する社会受容性、理解度
を高める情報発信と昆虫利用に係るルール作りを行う。

事務局の体制 大阪府立環境農林水産総合研究所／072-958-6551（内589）
（代表：藤谷）
※昆虫ビジネス研究開発プラットフォーム（略称：iBPF）が昆虫WT
（以下、iWT）の事務局を担当

参加申し込み条件 iBPF会員

申込み方法 適宜案内

参加メンバー 42名（企業、大学、国研、公設試、NPO等）

ウェブサイト
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令和５年度活動計画・実績

令和5年度活動予定

2023年 4月

5月

6月

7月
・3昆虫（カイコ、ミールワーム、イエバエ）生産ガイドライン素案の作成協力
メンバー募集
・ロードマップのアップデート作業

8月 3昆虫生産ガイドライン素案の作成開始

9月
・iWTメール会議で3昆虫生産ガイドライン素案の協議
・3昆虫生産ガイドラインに対するiBPF会員意見募集

10月 ・ロードマップのアップデート版共有

１１月 3昆虫生産ガイドライン原案について農水省と意見交換

12月
・3昆虫生産ガイドライン原案について農水省確認済
・iWT全体会議で3昆虫生産ガイドライン（案）を承認

2024年 1月 食用及び飼料用カイコ／ミールワーム／イエバエ生産ガイドライン公表

2月
3月
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【3昆虫（カイコ、ミールワーム、イエバエ）の生産ガイドライン】
＠ 素案の作成協力メンバー募集 （7月24日）

＠ 素案に対する意見交換、修正 （9月13日～ / iWTメール会議）

＠ iBPF会員対象に素案に対する意見募集 (9月15日～)

＠ 素案の完成（10月20日）

＠ 農水省等関係機関と意見交換、原案作成 （10月27日～12月11日）

@ 原案を承認 （12月18日 / iWT全体会議_オンライン）

＠ 生産ガイドライン公表 （令和6年1月２3日）

【ロードマップ】
＠ アップデート案募集 (7月21日～)

＠ アップデート版共有 （10月１９日）

＠ 官民協議会で公開 （10月25日）

令和５年度活動計画・実績の概要
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【カイコ】
＠ 研究開発機関の動きとの整合性
・既存の養蚕農家へ配慮、同規模の生産者を対象
・最先端の研究開発に関わる機関、企業などは対象外
（遺伝子操作関連は国の管理監督あり）
・海外のガイドラインに横並び

【ミールワーム】
＠ 対象とする種の範囲
・欧州で許可されている種等を含めて4種を選定

【イエバエ】
＠ 食品及び飼料への有害物質の混入防止
・家畜排泄物で生産したイエバエに抗菌性物質が含まれないように家畜に投与した
薬品や飼料の使用履歴を正確に把握できる農場の排泄物を利用
・排泄物やイエバエを介して感染症が家畜及びヒトに伝播しないように排泄物の取り
扱いにおいては農場の疾病履歴等の記録を十分に把握

３昆虫生産ガイドライン作成の論点
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TOP＞昆虫ビジネス研究開発プラットフォーム＞生産ガイドライン＞

食用及び飼料用カイコ／ミールワーム／イエバエの
食品および飼料原料としての利用における

安全確保のための生産ガイドライン

[令和６年１月２３日 昆虫ビジネス研究開発プラットフォーム（iBPF）]

昆虫ビジネス研究開発プラットフォ―ム（iBPF）

https://www.knsk-osaka.jp/ibpf/bb/smh_guideline_20240123.html

http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/
http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/ibpf/
http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/ibpf/guideline/
http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/ibpf/guideline/cricket_guideline.html
https://www.knsk-osaka.jp/ibpf/bb/smh_guideline_20240123.html
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三菱総合研究所

食生活イノベーションWorking Team

報告資料
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食生活イノベーションWT 概要（2024年1月時点）

概要

食を通じたコミュニケーションを促進する仕組みや和食文化など地域資源を活用したコミュニ

ティ形成につながるイノベーションの仕組みづくりを目指す。ゴールは以下2点。

- 食生活イノベーションのビジネスアイデアを創出

- 政策ロードマップの作成

参加者（ICF会員、農水省フードテック官民協議会）

アクセンチュア、味の素、石狩市、With The World、ウイングアーク1st、江崎グリコ、エス

キューブ、エスケア、NECソリューションイノベータ、NTTデータ、NTTデータ経営研究所、科学

技術振興機構、カルビー、ケンコーマヨネーズ、高知大学、Code for OSAKA、小豆島ヘルシー

ランド、象印マホービン、ソニーグループ、第一工業製薬、大和ハウス工業、同志社女子大学、東

洋製罐グループホールディングス、TOTO、豊通食料、日清製粉グループ本社、日本マーケティン

グ協会、農林水産省、ハタプロ、はたらく幸せ研究所、富士通Japan、三井物産、ミツイワ、三菱

ケミカル、三菱食品、三菱UFJ銀行、三菱UFJ信託銀行、三菱総合研究所、森永乳業、ロッテ

×



Copyright © Mitsubishi Research Institute 3

問題意識・着目点

 コロナ禍で食卓を囲むコミュニケーションに制限がかかるなか、食プロセス（食料生産、調達、調

理、飲食）を通じたコミュニケーションの重要性が増している

 キッチンをコミュニケーション促進のための要と捉え、複数の企業で食生活のイノベーションに

取り組む

ボトルネック

‐ 料理は家族がコミュニケーションを取るのに最適な機会
だが、家族全員で料理の時間を過ごす家庭は多くない

‐ 単身者や孤食の増加

ソリューションの例

‐ より多くの種類の食品をより安く販売するスーパー
‐ より多くの人が一度に料理できる環境づくり
‐ 誰もが食の生産プロセス（栽培・調理）に参加でき、興味

関心を引き出す機会の提供

多世代に向けた

キッチンのデザイン –

4GK Design Video

食に対する

認識の変化による絆 –

Feedback Global

食を身近にする –

Sky Vegetables

地域社会を活用したより容易な

食料調達の実現 -

Abundance Cooperative

https://www.youtube.com/watch?v=DjK0nHmaptY
https://feedbackglobal.org/
http://www.skyvegetables.com/bio-1
http://abundance.coop/about-us/#OurValues
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出所)【公式ストア】BOCCO emo（ボッコ エモ）| 照れたり、ムッとしたり、そわそわしたり。 どこか懐かしい未来のファミリーロボット – ユカイ工学 オンラインストア (ux-xu.com)2023/03/15

食生活イノベーションの目指す姿と必要な取組

1. 多様なニーズに対応した食のパーソナライゼーションを実現

‐ 各人の価値観や思想に合わせた「食」のダイバーシティを提供する動きが広がり、それを期待する声も高まって

いる。ダイバーシティの要素は、体質や生活習慣、食文化、思想・宗教、嗜好、アレルギー、歯の有無や年齢（例：乳

児や高齢者）など多様

‐ より豊かな食生活を実現するために食べ物・飲み物のパーソナライズ・レコメンドシステムが求められている。特

に健康の観点からは、PHRと食料品購買履歴を結び付け、どのような食べ物をどのくらい摂取すべきかを家族

単位・個人単位でレコメンドできるような仕組みができると望ましい

2.シェアダイニングによるコミュニケーション向上を実現

‐ 食料販売店や公共施設の中に、調理と食事ができる空間（シェアダイニング）を設置し、「多人数で作って食べる」

ことで食の喜びをもたらす

‐ スーパーなどの食料販売店のほか、地域の公民館や保育園などの公共施設、マンションの共有スペースなどが想

定される。こうした場でシェアダイニングを実現するためには、食材や料理を複数のユーザー間で共有できるよ

う、食品衛生法など法的な課題を解決する必要がある

3.食卓での豊かなコミュニケーションを実現

‐ 食卓を囲む人々との会話のきっかけを提供する：食卓への小型ロボット設置

‐ 目の前の食事についての情報を提供する：食事に関するエピソード提供

‐ 食体験を拡張する：3Dフードプリントやセンサーの活用

https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
https://store.ux-xu.com/products/bocco-emo
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取り組みのご紹介 シェアダイニングの開催

2023年12月25日に三菱総合研究所永田町本社にて開催

概要

食を通じたコミュニケーション促進の好事例として“シェアダイニング”を首都圏で開催

ゴールは以下2点

- シェアダイニングを実体験することにより、シェアダイニングの概念の普及と理解の促進を促す

- コミュニティ活性のフィードバックとして開発した“心拍変動に連動して照度が変わる装置”を

用いた効果測定

場所

- 三菱総合研究所 共有スペース“AGORA”

対象

- 食生活イノベーションWTにご参画いただいている企業を中心に、20名程度

出所）日下菜穂子／著 『シェアダイニング 食とテクノロジーで創るワンダフル・エイジングの世界』
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シェアダイニングの取り組みについて

豆腐の薄くず煮

高齢者Aから若者Cに送るランチ

今日はどんな食材を持ってこられたんですか？

ブリコラージュ

自分の“想い”を持った食品を持ち寄り、その想いを参加者とシェア

お隣さんに教えてもらったXX豆腐店のお豆腐を持ってきました！

実は食べ歩きが趣味で…

おぼろ昆布にハマっている

らしいから取り入れてみよう！

あの人と食べたいお弁当

相手を“想い”作るお弁当

最近忙しいと聞いたからほっと

するようなスープを作ろうかな

シェアダイニング＝食×想い×テクノロジー “想い”を通じたコミュニケーション活性化
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シェアダイニングの開催

当日の様子

12：30 開場

13：00 開会・同志社女子大学 日下教授よりシェアダイニングの取り組みに関してご説明

13：30 シェアダイニング体験（相手を想うぜんざい）

14：30 体験フィードバックディスカッション

15：30 閉会
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当日の仕掛け①

出所）日下菜穂子／著 『シェアダイニング 食とテクノロジーで創るワンダフル・エイジングの世界』

コミュニケーションを誘発するツール ロングカトラリ

自分一人では食事がしにくい、長い柄の調理器具を開発

自分の弱さを見せることで、他者の共感と援助行動を誘発することができる

ロングカトラリ 当日の様子

シェアダイニング＝食×想い×テクノロジー “テクノロジー”を用いたコミュニティ活性化
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コミュニティの盛り上がりを可視化：行動計測カメラ

リアルタイムで全体の様子を参加者が直接モニタリングすることで、自身のコミュニティ内での

立ち位置をリアルタイムでフィードバック

集団凝集性の向上に寄与する可能性

（観察アルゴリズム（※当日の検証はなし））

頭の位置を追跡することで、移動の軌跡や手の動きを測定することが可能

コミュニティの全体的な活動量の多さを可視化。活動が停滞していた理由の

分析に使用することができる

当日の仕掛け②

出所）日下菜穂子／著 『シェアダイニング 食とテクノロジーで創るワンダフル・エイジングの世界』

シェアダイニング＝食×想い×テクノロジー② “テクノロジー”を用いたコミュニティ活性化
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参加者からの声

シェアダイニングの概念自体は理解していたが、実際に体験してみると、想像以上に

この取り組みが食を通じたコミュニティ形成に有効であると感じた。

コミュニティ形成が重要なのは高齢者だけではなく、むしろ都市圏においては中年層に

より効果的かもしれない。近年は孤食・個食も大きな問題になっている。

コミュニティ形成という意味では、シェアダイニングの取り組みを企業にも落とし込む

ことができそうだ。

人事研修などの人材育成は通常仕事の話に偏りがちだが、食という誰もが普段から行

う行動・役職を超えて同じ立場になれる体験を通じて、仕事では築けない関係性を構

築できるかもしれないという可能性を感じた。

今後の可能性

 新規コミュニティづくりの支援：スーパーや大型商業施設と連携したシェアダイニングの場の

常設化

 既存コミュニティへの支援：企業・教育機関での研修/学習ツールとしての利用
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Plant Based Food
普及推進 Working Team

報告

Plant Based Food 普及推進 WorkingTeam
（事務局：一般社団法人Plant Based Lifestyle Lab）

本資料の転用および転載はご遠慮願います。
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設立会員一覧（2021年3月立上げ時点）Plant Based Food 普及推進 Working Team
事務局：Plant Based Lifestyle Lab概要（2023年6月時点）
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総会 理事会

事務局

技術・標準化委員会

コミュニケーション委員会

企画委員会

議長：田中代表理事
正会員

代表理事：田中（パソナグループ）
理事：宮地（カゴメ）
理事：鈴木（不二製油グループ本社）
監事：盛田（敷島製パン）

意識調査、普及啓発イベントの企画運営、広報など

基準認証や技術動向に関する調査など

P-LABの方向性、事業ドメイン、取組むべき活動等の検討。
P-LAB事業領域と提供価値の拡大策を提言実行。

3

P-LAB組織体制

フードテック官民協議会
PBF普及推進WT

PBF普及やPBL定着に関する
課題と解決策について検討
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Plant Based Lifestyle Lab 創設の目的

「地球と人の健康」および「社会の持続的な発展」に向け、

Plant Based Foodの普及を中心に、産官学が協働しながら、

Plant Basedが当たり前のおいしい楽しいヘルシーな

ライフスタイルを広げ、根付かせる。

産官学連携による

Plant Based Foodの

普及を通じて

おいしい楽しいヘルシーな

ライフスタイル定着に寄与し

地球と人の健康と

持続可能な社会の発展をめざす

「地球と人の健康」のために私たちができることを今からやろう

Plant Based Value Chain

Plant 

Based 

Life
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各種調査 の実施・公表

オープンイノベーションによる共創

日本における課題、P-LAB活動の柱

■課題
① Plant basedのメリットや認知度

欧米と違い豆腐、納豆など伝統的植物性食品や和食がある
② Plant basedのおいしさ向上と選択肢
③ Plant basedに関する科学的調査や研究情報の収集
④ Plant basedを活かしたライフスタイルの具体的提示

啓発

データ

活用

研究

開発

■活動の3つの柱

■活動のアプローチ

動物性の食品を否定せず、普段の食生活に植物性食品を取り入れることが
当たり前になるような魅力ある活動によりPBFの普及拡大、市場形成を目指す

マーク・基準認証
食生活への提案・普及
業界・異業種交流
食育
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めざす姿に向けたマイルストーン（案）

2050

地球と人が健康で、
食でつながる歓び、
食の楽しみがある社会

2030

PBFが当たり前の日常生活、
皆が、地球と人の健康を考え、
行動している日本

beyond SDGs

2025
大阪万博

めざす姿に向けたマイルストーン

P-LABの活動の成果を
表現する場としての活用を検討
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めざす姿に向けたマイルストーン（案）めざす姿に向けたマイルストーン

【技術標準化委員会】

・P-LAB規格認証スキーム
・P-LABロゴ使用ルール
・PBF応援推進団体

【大阪関西万博ユニット】

【コミュニケーション員会】 ■PBF普及イベント実施
（「ワールドシェフ王サミット2022」
に協力）
■意識実態調査実施
■会員交流会：2回（基調講
演、パネルディスカッション、加盟企
業の事例紹介・試食会

⇒からだ：医療/
食 のパビリオンで
プラントベースフード
の提供・情報発信
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Plant Based Food 普及推進WT 活動

■第1回ミーティング（2021年4月22日） 参加者:120名
テーマ：「食はどう変わってきたのか、どう変わっていくのか？」
登壇者：石川伸一氏（宮城大学教授）

■第2回ミーティング（2021年6月25日） 参加者：108名
テーマ：「みどりの食料システム戦略について
～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～」
登壇者：久保牧衣子氏（農林水産省環境政策室長）

■第3回ミーティング（2021年10月5日） 参加者：84名
テーマ：「PBFを取り巻く世界の潮流と日本でのチャレンジ」
登壇者：田中宏隆氏（株式会社シグマクシス常務執行役員）
西倉一郎氏（亀田製菓株式会社食品事業本部シニアマネージャー）
村田靖雄氏（オイシックス・ラ・大地株式会社経営企画本部FFF＆
グループ支援室 兼 Future Food Fund株式会社ファンドマネージャー）

■第4回ミーティング（2022年6月22日）
テーマ：「日本のプラントベースフード、その開発最前線に迫る！」
登壇者：カゴメ株式会社 事業開発室 担当課長 佐藤慎哉氏
株式会社ニップン 事業開発部 マネージャー 峰澤独氏
亀田製菓株式会社 食品事業本部 宇田川瑛里氏
株式会社ロッテ コーポレートコミュニケーション部 課長 坂ノ下典正氏
株式会社TWO R&D マネージャー 及川圭司氏
キユーピー株式会社 研究開発本部 グループR&D推進部 綿貫智香氏
モデレーター：一般社団法人Plant based Lifestyle Lab 葛西 裕之氏

■第5回ミーティング（2024年1月30日） 参加者：60名（申込ベース）
テーマ：「プラントベースフードをどう日本で普及させるか」
登壇者：NPO法人ベジプロジェクトジャパン 代表理事 川野陽子氏
一般社団法人Plant Based Lifestyle Lab 理事 山下春幸氏
（HAL YAMASHITAオーナー兼、エグゼクティブシェフ）
カゴメ株式会社 事業開発室 担当課長 佐藤慎哉氏
モデレーター：株式会社ブイクック 代表取締役CEO 工藤 柊 様
形式：現地開催（〒107-0062 東京都港区南青山3-1-30 
PASONA SQUARE 16階ホール）

・1部：パネルディスカッション
・2部：ワークショップ（グループディスカッション）
・3部：プラントベースフード交流会（試食）

■第6回ミーティング（2024年4月予定）
テーマ：意識実態調査（1回目・2回目）結果報告
登壇者：六甲バター中尾氏 他、調整中
形式：現地開催とzoomウェビナーの併用で検討中

■概要・目的：サステナブルな生活に向けた生活者＆サプライヤーの行動変容策について、生活者含むマルチステーホルダーで
多角的な観点から検討する。

■参加者：食品メーカー、機械・化学メーカー、商社・卸、外食サービス、小売、業界団体、自治体、大学・研究機関等 約200名
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■第5回ミーティング（2024年1月30日）現地開催
・1部パネルディスカッション「プラントベースフードをどう日本で普及させるか」
（パネリストのご紹介、PBFの普及させる理由/意義は、日本におけるPBF普及の課題は、質疑応答）

・2部：ワークショップーグループディスカッション
（自己紹介、PBF普及の課題（具体的に）、PBF普及の解決策（全体視点で））

Plant Based Food 普及推進WT 活動
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・3部：プラントベースフード交流会（試食）
5社のプラントベースフードを試食しながら交流・意見交換

Plant Based Food 普及推進WT 活動

消費者とのつながり・意識醸成を含めて、今後も継続して活動を行っていきます。
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2024年2月20日、フードテック官民協議会 総会／提案・報告会

代表：  株式会社ウェルナス
事務局： 株式会社リバネス

ヘルス・フードテックＷＴ
報告

健康実現のための未来食を実現する
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一般用医薬品
家庭用医療機器

一般食品機能性食品（保健機能食品）
機能性表示食品

特定保健用食品 栄養機能食品

デジタル治療 デジタル健康管理

疾病予防・治療 健康維持・増進 健康の維持

健康食品
栄養バランス食

対 象

医 療 健康管理保 健

病 者 軽度不調者（健常者） 健常者

目 的

治療用アプリ
行動変容

医薬品 医療機器

健康管理アプリ
行動変容

栄養バランス食

技術
環境
効果
安全
時代

国内 9400億円
世界 43兆円

国内 15兆円
世界 239兆円

国内 774億円
世界 8664億円

世界 61兆円

国内 7300億円 国内 8800億円

高い効果・安全性
煩雑・指導

自律的・安全
効果限定・面倒・飽き

科学的エビデンスあり 科学的エビデンスあり 科学的エビデンスなし

国の制度による
ヘルスクレーム表示

薬 機 法 健康増進法 改正食品表示法根 拠

Confidential

セルフ・デジタルヘルスケア市場の状況

デジタル×個人最適食
で新規市場を創生
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健康実現のための未来食構築のために
〇食の個別化実現のために必要な技術・システム
・個人に最適な食を提案できるシステム（食によるデジタルヘルスケア）

→  食×デジタル技術で、一人ひとりの健康実現に最適な食品の種類や
摂取方法を解析・提案できる食のデジタルヘルスケアの開発

・食の自己選択で健康になるシステム（セルフヘルスケア、非医療行為）
→ ユーザーのユーザーによるユーザーのための、個人の目標やライフス
タイルに合わせて食を選択できる高実効性のヘルスケアシステム構築

・食の効果を個別に評価するデータ取得技術（精度、頻度、利便性）
→ 食と生体データをさりげなく、高頻度・高精度で取得するツールや
デバイスの開発と既存技術の進化

〇事業化・ビジネス推進のために必要な技術・システム
・市販食品の個別提供システムの構築

→ オープンイノベーションによるシステム開発と消費者へ情報提供

・食による実効的なヘルスケアを可能にする規制緩和や政策
→ 食や栄養成分によるヘルスケア範囲の拡大、個別の食と生体データの
有効活用

3

食ヘルスケアの民主化AllからEveryone 健康のインフラ化
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R5年度WT会議スケジュール

5/26 第1回会議： デジタルヘルスケア最前線
SOXAI・光頼様、RESVO・大西様、NTT データ経営研究所・米澤様

7/25 第2回会議： 食とデジタルヘルスケア

「あたらしい機能性食品のかたち」
北海道情報大・西平先生、PHR普及推進協議会・山本先生、ウェルナス・小山

9/28 第3回会議： デジタルヘルスケアとデジタル広告

「食のone to oneマーケティング」
サントリーホールディングス・朝見様、10X・川崎様、ミツイワ・本多様

12/12  第4回会議：健康長寿社会実現のための健康教育

「健康は、あたりまえなのか？」

弘前大・村下先生、経済産業省・荒川様、信州大学・中村先生

2/28 第5回会議： 本年度活動のまとめ

「ヘルスケアサービスは、なぜ、バズらないのか」
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【2/28開催】R5年度第5回目WT会議

テーマ：ヘルスケアサービスは、なぜ、バズらないのか

・開催日時： 2024年2月28日（水）16:00～18:00（開場15:30）
・開催方法： オンサイトとオンラインのハイブリッド
・会場： 株式会社リバネス セミナー室

（東京都新宿区下宮比町1-4 飯田橋御幸ビル４階）、zoom
・内容

16：00－16：05 開会あいさつ（ウェルナス小山）
16：05ー16：45 特別講演（40分）

事業構想大学院大学教授・研究科長 谷野 豊 先生
16：45ー17：25 一般講演（20分/演題）

シルタス株式会社 代表 小原一樹 様
株式会社Welby 上級執行役員 営業・商品戦略統括 中野 暢也 様

17：25－17：55 パネルディスカッション
17：55－18：00 閉会挨拶（小山）
18：00－ 名刺交換会

参加登録はこちらから⇒
2月27日までです！
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取組
実施時期

2023年度 2024年度 2025年度 ～2027年度 ～2030年度

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

E

提案された個人最適食を提供する
ためのビジネスモデルの確立

個人の健康データ取得デバイスの
開発

T

健康効果のエビデンスの蓄積

摂食内容を簡便かつ正確に把握す
るための手法の高度化

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

P

健康データの取扱いに関する措置

デジタルヘルスにおける新しい食
品表示の検討

S 新たな食文化の形成

個別化データ
ベースの構築

高精度の食事管理・健康
予測技術の確立

健康データの取扱いのガイドライン
の策定

血圧や腸内環境などを低負荷で取得
できるデバイスの開発

ガイドラインの健全な運用

個人最適食の個別提案方法の検討
デジタルヘルス食品表示の検討

オープンソース化

ターゲットに商品投入、
継続率向上への取組

ターゲット拡大しスケー
ル化

個人最適食による健康イ
ンフラ整備

個別化食のニーズ調査
個別化食の導入コミュニ
ティ形成

個別最適化されたウェル
ビーイングな食文化形成

非侵襲で血液成分情報を
取得可能なデバイス開発

我が国の食材の栄養・機能性に関す
るデータの蓄積

生活習慣と紐づけた個別食と健康の相関関係の解明

データ利用法の
確立

市場調査

表示・提案方法の拡大と運用

ヘルス・フードテックWTロードマップ



FOOD TECH Lab
https://foodtech-lab.jp/

2024年2月20日（火）



対象技術・テーマ フードテックに関する情報発信

概要・目標

ウェブメディア「FOOD TECH Lab」の運営を通して、フード
テックの領域で、世界で起きていること、日本の企業、研究
機関、団体の取組など、フードテックに関するあらゆる情報を
集約し、発信。これにより、フードテックに関する企業同士の
交流を促進し、日本のフードテックの発展・進化を加速させる
一翼を担うことを目指す。

事務局の体制

フードテックラボ制作委員会
株式会社ジェーエムエーシステムズ
株式会社アツラエ
株式会社スペックホルダー
農林水産省／foodtech-info@foodtech-lab.jp 

参加申し込み条件 特になし

申込み方法 特になし

ウェブサイト https://foodtech-lab.jp/

コミュニティサークルの概要



FOOD TECH Lab

フードテックの領域で、世界で起きていること、日本の企業、研究機関、団体の取組など、
フードテックに関するあらゆる情報を集約し、発信する官民共同の新しい取組です。

コンテンツ

賛同団体・企業のフードテック事例をご紹介

FOOD TECH Labでは、フードテックに関する事例、イベントの掲載を募集しています。
事例、Labノート、イベント情報の掲載にご協力お願いします。

• 事例
日本のフードテック事例を掲載

• Labノート
市場レポート、取材記事などの掲載を予定

• イベント
フードテックのイベント情報を掲載

FOOD TECH Labとは



○フードテック事例の募集

フードテックに関する事例を募集しています。

皆様の活動やサービスを是非発信してください

フードテック事例： https://foodtech-lab.jp/casestudy/

掲載いただける場合は、下記より応募をお願いします。

事例のエントリーフォーム： https://foodtech-lab.jp/form/casestudy_entry/

○フードテックイベント一覧の募集

フードテックに関するイベントを募集しています。

掲載いただける場合は、下記よりメールにてご連絡をお願いします。

メール送付先：foodtech-info@foodtech-lab.jp

• イベント名

• イベント概要

• 開催期間

• サムネイル画像

• イベントの詳細を伝えているサイトへのリンク

○賛同団体・企業の募集

本活動にご協力・賛同いただける企業・団体様を募集しています。

「賛同企業・団体」ページに、企業・団体名とURLを掲載します。

賛同いただける方は、下記よりエントリーください。

賛同団体・企業エントリーフォーム：https://foodtech-lab.jp/form/support_entry/

掲載お申し込み方法

https://foodtech-lab.jp/casestudy/
https://foodtech-lab.jp/form/casestudy_entry/
mailto:foodtech-info@foodtech-lab.jp
https://foodtech-lab.jp/form/support_entry/
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